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１．研究の背景・意義 

（社会的背景・意義） 

（副課題１）地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究 

温暖化を巡っては、平成 27年 11月に「気候変動の影響への適応計画」について閣

議決定がなされ、環境省は「気候変動適応情報プラットフォーム」（A-PLAT）を設け

た。ここには、気象庁において作成した気候温暖化予測情報第９巻（平成 29年３月）

の内容も掲載されている。さらに、平成 30年６月には「気候変動適応法」が成立、平

成 30年 12月１日に施行された（これに伴い国立環境研究所内に「気候変動適応セン



ター」が設立された）。これにより、各地方自治体には温暖化対策策定が求められるよ

うになり、第 1次情報としての数値モデルによる温暖化予測情報はより一層重要性を

増す。そのため、気象庁は文科省と連携をとり「気候変動に関する懇談会」を平成 30

年６月に発足させ、気候予測情報の提供体制を整えつつある。このほかに、国交省で

も治水計画に「気候変動」を取り込むことを計画しており、「気候変動を踏まえた治水

計画に係る技術検討会」が平成 29年に設けられ議論が進んでいるところである。 

（副課題２）防災・交通分野への気象情報の活用 

国土強靭化にかかわる我が国の防災のありようについては、国交省の「新たなステ

ージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会」（平成 27年１月）において議論

が進められてきている。「新たなステージ」とは、近年頻発するようになった大雨・洪

水の現状（ステージ）を表している。WMO大気科学委員会でも、「気象業務のための科

学（Science for Services）」を提唱しており、防災・減災に直結する気象情報の提

供に資する研究の推進を行っている。 

エンドユーザーからの要望として防災・減災につなげるべく、①予報精度の向上、

②時間的猶予の増大、③情報伝達の改善の 3つが挙げられる。このうち①・②につい

ては気象庁で取り組むべき課題として、国交省の交通政策審議会気象分科会において

も提言されている（平成 30年８月）。このように、情報の改善といってもユーザーま

で相互に連関することは明らかであり、その意味でも、そのような俯瞰的な研究開発

が今後求められる。 

（副課題３）産業活動に資する気候リスク管理 

2009 年の第３回世界気候会議で、災害軽減や生活の質を向上させるために気候情

報を活用する枠組み、Global Framework for Climate Service (GFCS)の実施が採択

され、欧米では大型研究プロジェクトを始めとして、各国の気象機関も気候情報の利

活用についての研究が盛んに行われている。WMO気候委員会でも、GFCSに貢献するた

めの専門家チームが複数結成されて活動を行っている。 

日本では当庁気候情報課が気候リスク管理の調査を継続的に行っている。また、再

生可能エネルギー分野では気象研究所を始めとして気象情報の利活用研究が盛んに

行われている。また、国土交通省の生産革命プロジェクト 31 のうちの一つとして、

気象ビジネスの創出～気象情報の利活用の促進～が現在進行している。こうした動き

を受けて、気象ビジネス推進コンソーシアムが立ち上げられ、産業界で気象情報を利

活用する機運が高まっている。 

 

（学術的背景・意義） 

（全体） 

ここでは、時間的にシームレスな気象予測をいかに生産性革命・国土強靭化に活か

していくかという課題設定となる。「温暖化予測」は 10 年～100 年の時間スケールで

ある。他方、「産業気象」となるとその時間スケールは数週間～数年スケールが中心と

なる。また、「災害・交通」はより短く、数時間～数日の時間スケールが中心となる。

したがって、それぞれにおいて気象予測研究側での最適な取り組みは異なってくる。

ところが、気象（ないしは気候）情報の流れとしてみると、これらはいずれも影響評

価研究を通しての行政のエンドユーザーへ向けての流れとなり、これらは同様のパタ

ーンを呈する。そこで、ユーザーとの橋渡しという視点（階層間トランスレーターと



いう立場）から課題を整理すると互いに応用可能な技術が数多く見えてくるため、そ

こには新しい学問の芽があると考えられる。特に本課題は気象研究所で閉じた課題に

はならないため、外部機関との共同研究、外部予算の獲得により効率の良い研究体制

が取れることが期待される。地方共同研究もまた然りである。 

農業分野は農業気象、航空分野は航空気象というように、気象データを十分に利活

用した様々な分野がある。それ以外の産業分野では、上述の通り再生可能エネルギー

分野で研究が勢力的に行われているものの、実用化には更なる研究が必要な状況であ

る。非常に広い産業分野から見れば、ほんの少しの分野での調査・研究が行われてい

るだけで、潜在的に気象情報が有用な産業分野は広範な筈であるが、まだ調査・研究

が未着手というのが現状である。これらの潜在的分野で気象情報を利活用できれば、

国内的には生産性革命に、国際的には GFCS に貢献することができる。また、気象情

報が有用な産業分野は取りも直さず、温暖化適応が必要とされる分野でもあり、温暖

化適応研究にも貢献できる。 

 

（気象業務での意義） 

（副課題１）地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究 

社会的背景でも述べたように、温暖化適応に関しては法律の施行により政府一体と

なって取り組むことが明記されている。そのため、気象庁・気象研究所も本法律の施

行に伴い国立環境研究所内に整備された「気候変動適応センター」並びにその地方中

枢と緊密な連携を取りつつ業務を進めていくことになる。その際、業務の円滑な実施

に向けては、温暖化適応センターと地理的に近く研究交流も従来から進んでいる気象

研究所がセンターとよく連携を取ることが温暖化対策行政への気象庁の寄与にとり、

非常に重要になると考えられる。また、気象庁はこの情勢下、国交省・文科省とも連

携して温暖化対策策定に貢献する体制をとるが、そこでも研究所の貢献が期待される。 

（副課題２）防災・交通分野への気象情報の活用 

大雨や台風など顕著な現象に対する防災気象情報の拡充は喫緊の課題であり、予報

精度の向上とともに予報の不確実性情報等の重要性が増している。メソアンサンブル

予報など本庁予報官等を支援するデータや資料が増加している一方、それらを短時間

で適切に解析するためには、効率的で効果的なプロダクトやガイダンスの開発が必要

である。本副課題では、本庁予報課や気象研究所のデータ同化･数値予報モデル課題、

副課題１、３、及び国内外の関係機関と連携して、これらの課題に取り組む。 

（副課題３）産業活動に資する気候リスク管理 

産業で利活用できる気象情報を明らかにし、また生産性の向上に貢献することは、

本庁気候情報課で行っている気候リスク管理の調査に貢献できるほか、温暖化予測情

報とそれに付随するデータセットの利活用にも貢献が期待される。更に、気象ビジネ

ス推進コンソーシアムの事務局を行っている本庁情報利用推進課による産業との連

携について、本研究成果を通して推進することができる。 

 

２．研究の目的 

（全体） 

気象情報を利活用し、豊かで安全な生活をもたらすような世の中を実現することが

目的である。その中には、気象予報・予測精度の向上とともに、気象情報の利用に関



し不確実性の観点も含め各分野の専門家と協働・協創を行うことも含まれる。 

（副課題１）地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究 

適応策策定に資する高い確度の地域気候予測情報を創出するため、地域気候予測結

果にばらつきをもたらす要因を分析し、予測の不確実性を低減する。 

（副課題２）防災・交通分野への気象情報の活用 

アンサンブル予報を含む数値予報データ等を利用し、防災業務に資するプロダクト

や新たな予報ガイダンスの開発を行う。 

（副課題３）産業活動に資する気候リスク管理 

1 週間～季節予測を用いた気象・気候リスクを管理する事例研究を通して、必要と

されるデータの過去観測・気象予測データの利用可能性と予測精度について整理し、

気候リスク管理が生産性向上をもたらす潜在的な産業分野の開拓を通して、気象・気

候リスク管理による幅広い分野での気候情報の利活用を目指す。 

 

３．研究の目標 

本研究課題では、既存の課題の解決のみでは無く、気象側からのデータ提供とユー

ザーのニーズとのマッチングを図ることで、課題発見型課題となることも視野に入れ

ている。 

（副課題１）地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究 

① 地域気候モデル及び数値実験設定の改良 

② モデルによる再現・予測結果に対する信頼度評価 

③ モデルによる再現・予測結果における物理的メカニズムの理解 

（副課題２）防災・交通分野への気象情報の活用 

① 全球・メソアンサンブル予報の利活用 

② 防災業務に資する予報ガイダンスの開発 

③ 予報大外し事例の抽出 

（副課題３）産業活動に資する気候リスク管理 

① 異業種・産学官交流に基づく各産業分野の気候リスク管理の需要調査・連携 

② 週間～季節予測情報を利活用した気候リスク管理に関する先進的研究とデータ整

備 

③ 利活用の裾野を拡大するための簡便な産業分野別気候指標と管理手法の開発 

 

（中間評価時の到達目標） 

（副課題１） 

① 気象庁の現業で使用されている数値モデル（asuca）を地域気候モデルとして使用

するための問題点等を整理し、新モデル導入の指針を得る。高解像度 SST のモデ

ル計算結果に対する効果を明らかにする。 

② ディテクション＆アトリビューション手法等を活用し、現在既に温暖化が顕在化

しているかどうか検証する。降水現象の予測結果について、統計的手法によって

信頼度を評価する。 

③ 各現象（降水システム、局地風など）及び各要素（気温、雨、雪、風など）に応

じて温暖化予測結果の分析を実施する。 



（副課題２） 

① 予報の不確実性を定量化した新たなアンサンブル予報プロダクトを開発する。台

風進路の診断的研究を行っている岐阜大学や予測可能性研究を行っている琉球大

学と連携し、台風進路の気象学的根拠の定量化とアンサンブル予報を用いた不確

実性の定量化プロダクトを作成し、進路予報における予報根拠の拡充に貢献する。 

② 台風や大雨など顕著な現象に対する予報ガイダンスを開発する。本庁予報課や台

風予測研究を行っている横浜国立大学、米国ハリケーンセンター等と連携して、

台風予報ガイダンスの開発と改良を行う。 

（副課題３） 

① 異業種・産学官交流に基づく各産業分野での潜在的な産業別の気候リスク管理需

要の調査結果をまとめる。 

② アンサンブル予報等を利用した先進的リスク管理手法の調査をまとめる。関係機

関と協力してリスク管理手法の開発に着手する。また、リスク管理において利用

される気象データ収集と予測精度、潜在的予測可能性の評価を行う。 

③ 穀物生産高などの産業データを収集し、算定した既存の気候指標と産業データと

の相関関係を見出し、その根拠を明らかにする。またより適切で簡便な気候指標

を検討する。 

 

４．研究の現状 

（１）進捗状況 

（副課題１）地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究 

気象庁の現業で使用されている数値モデル（asuca）をベースとした地域気候モデル

を導入するための調整、動作確認を実施すると共に、既存モデル（NHRCM）では海氷

の効果を適切に取り入れるなどモデルの物理過程の改良にも取り組んだ。海面水温

（SST）の時間分解能が降水に与える影響を調査し、日本海沿岸地域の冬季降水に対

して大きな影響を与えていることが分かった。ディテクション＆アトリビューショ

ン手法によって現在の温暖化顕在化の状況を検証し、温暖化により九州西部の大雨

の頻度が増加していることが示された。また、統計的手法を活用することで降水量

の再現・予測結果に対する信頼性を評価した。高密度な観測データを用いて高解像

度モデルによる降水の再現性を検証すると同時に、高解像度予測結果から極端な降

水の将来変化に関する解析を進めた。様々な現象（豪雨、台風など）、気象要素（降

水、湿度など）に対して予測結果の分析を進めた。 

 

（副課題２）防災・交通分野への気象情報の活用 

① 全球・メソアンサンブル予報の利活用 

・ マルチセンターアンサンブル手法（海外の気象局を含む全球アンサンブル予報

のデータを利用）を開発し、令和元年 6 月に当手法による台風予報円を現業導

入した。 

・ 防災地域をより的確に表現する予報の改善に向け、台風予報円を楕円にした効

果を評価した査読論文を公表した。 



・ 気象庁全球モデルを入力値とした渦位逆変換法による台風進路の診断手法（気

象学的根拠の定量化）を開発中である。（今年度中達成見込み、②も兼） 

② 防災業務に資する予報ガイダンスの開発 

・ 台風発生環境場診断ツールを用いて環境場毎の台風発生予測可能性を調査した。

今後、この手法をマルチセンターアンサンブル予報に応用する。 

③ 予報大外し事例の抽出 

・ 台風進路予報における大外し事例の原因調査を行い、北西太平洋域の代表的な

指向流（高気圧縁辺流、偏西風、貿易風等）の他、モンスーントラフの表現の

適切さも大きな要因となっていることを明らかにした。 

その他、防災に資する研究及び広報として、観測とモデルを用いた台風の気候変

化に関する論文の公表・報道発表、観測による大都市の視程の経年変化の論文、地

球システムモデルによる火山噴火影響評価の論文の公表等を行った。 

 

（副課題３）産業活動に資する気候リスク管理 

① 気象ビジネスコンソーシアムや研究会への出席、研究機関の個別訪問などを通

して需要調査を行い、今後の連携について検討している。 

② 再生可能エネルギーと洪水予測について、メソアンサンブル予報データを用い

た共同研究を開始した。発電ポテンシャル予測ではアンサンブル情報を利用す

ることで予測精度が向上することが示され、氾濫ポテンシャル予測では良好な

予測結果が得られた。 

③ 簡便な気候指標として、WMOが提案する分野別気候指標について調査し、日本を

対象として指標の算定を進めている。また、季節予報のアンサンブル平均を用

いた大規模場気候指標を用いて穀物収量予測を進めている。 

 

（２）これまで得られた成果の概要 

（副課題１）地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究 

① 地域気候モデル及び数値実験設定の改良 

・ 現業数値モデルの地域気候モデル化 

気象庁の現業で使用されている数値モデル（asuca）をベースとした地域気候モデ

ルを導入するための調整を行った。具体的には、全球再解析データ（JRA-55）や全

球大気モデル（AGCM）での計算結果から asuca用の境界値を作成するためのツール

を整備した。その後、テストラン等の基本的な動作確認を行い、良好な結果を得た。

さらに、地域気候モデルとして実行する際に必要なスキーム（スペクトルナッジン

グ及び陸面過程）を導入した。 

・ 陸面等の物理過程の改良 

既存モデル（NHRCM）における陸面過程の改良の一環として、日本領域再解析デー

タから陸面モデル（SiB）をオフラインで動かすことができるようにした。また、大

気の物理過程の解明とモデル化に関する研究（P 課題）と連携し、海氷の効果をモ

デルに適切に取り込む方法を導入した。海面水温（SST）の時間分解能が降水に与え

る影響について調査した。その結果、日本海沿岸地域の冬季降水に対し SSTの時間



分解能が影響を与えており、特に冬季モンスーン発生時に影響が大きいことが分か

った。 

② モデルによる再現・予測結果に対する信頼度評価 

・ 現在気候における温暖化影響の検出 

地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予測データベース（d4PDF）を用いて過

去の地球温暖化が日本の豪雨に及ぼす影響を調べたところ、九州西部での大雨が増

加傾向にあることが示された。この要因について、温暖化に伴う可降水量の増加に

よって大雨の頻度が増加していたことが分かった。また、近年の気温上昇が平成 30

年 7月豪雨に及ぼす影響について調べた。その結果、温暖化によって 6.7%程度の降

水量の増加があったと見込まれ、Clausius-Clapeyronの関係に近いことが分かった。

さらに、令和元年台風第 19 号に伴う関東甲信地方での大雨に対する影響について

も調査し、1980年以降及び工業化以降の気温及び海面水温の上昇はそれぞれ約 11%、

約 14%の総降水量の増加に寄与したと見積もられた。この要因として気温上昇によ

る水蒸気量の増加のほかに、気温及び海面水温の上昇に伴って、台風自体がより発

達したことと、中部山岳の風上で上昇気流がより強まったことが考えられる。 

・ 統計的な手法を用いた地域気候シミュレーション結果の不確実性評価 

気象学的現象として影響の大きい台風を取り上げ、再現・予測された降水量を台

風及び非台風起源の降水量に層別化して解析を行った。他の現象と比べて低頻度な

現象である台風に伴う降水データを全体の降水データから除外することで、理論的

な降水頻度分布であるガンマ分布への適合度が高まり、再現・予測結果の信頼度が

向上するという結果が得られた。これらの結果は、信頼度の高い予測データを社会

へ提供する上での基礎資料となる。 

・ 将来の気温上昇と降水量の変化の関係 

d4PDF の全球平均気温 1.5℃上昇、2℃上昇、4℃上昇の予測結果を用いて、日本

域の降水量の変化を評価したところ、年降水量はほとんど変わらない一方、年最大

1 時間降水量は気温の上昇量にほぼ線形に比例して大きくなることが示された。こ

の比例関係を踏まえると、あらゆる温度上昇に対する変化予測が推定可能となるの

で、予測データの適応策への活用促進が見込まれる。 

③ モデルによる再現・予測結果における物理的メカニズムの理解 

・ 地形の詳細化が降水量再現性に与える影響 

水平解像度の違いによる利根川流域における降水量の再現性の違いを高度毎に

調べた。その結果、高地では 2km格子モデルの降水量が 5km格子モデルのそれより

も再現性が良かったが、低地では逆であった。高地では高解像度モデルによる地形

の詳細化の効果が現れるものの、低地ではこの効果がなくなると共に対流の過度の

集中が悪影響を及ぼしているためと考えられる。 

・ 年最大時間降水量の将来変化に対する力学過程と熱力学過程の寄与 

高解像度モデル（2km 格子）による予測結果を用いて、夏季の極端降水の将来変

化に対する力学過程と熱力学過程の寄与を解析した。その結果、鉛直積算した水蒸

気フラックス収束の変化はおおむね熱力学過程の寄与のほうが大きいが、梅雨前線

付近においては力学的過程が主体となっていることが分かった。そして、この違い



は梅雨前線の位置が現在気候と将来気候で異なることで説明できることが分かっ

た。 

・ 台風に伴う降水の将来変化 

地域気候モデル（5km 格子）による予測結果から、温暖化時は日本に接近する台

風が減少するものの、台風に伴う降水（台風降水）の強度が強くなることが分かっ

た。これらの効果が相殺することで、結果として台風降水の総量（総台風降水量）

には有意な変化がなかった。また、現在でも起こり得る強度（極端ではない強度）

の台風降水の頻度に有意な変化は見られなかった。 

・ 相対湿度の無降水頻度の将来変化への影響 

高解像度モデル（2km 格子）による予測結果を用いて、夏季の地上相対湿度が無

降水頻度（時間）の将来変化に与える影響について調べた。その結果、相対湿度が

高く且つ負の変化となる地域では無降水時間の割合が増加していた。また、相対湿

度が高いほど僅かな変化が無降水時間に影響することが分かった。一方、相対湿度

の比較的低い地域では無降水時間の目立った変化は見られなかった。 

 

（副課題２）防災・交通分野への気象情報の活用 

① 全球・メソアンサンブル予報の利活用 

[台風進路予報] 

本庁予報課と共同したプロジェクトチームのもと、令和元年 6月にマルチセンタ

ーアンサンブル手法による台風予報円を現業導入した。これにより、アンサンブル

予報による予報のばらつき（スプレッド）が小さい時は予報円の大きさを従来より

も小さく出来るなど、メリハリのある予報を提供出来る様になった。また、複数の

現業予報センター（モデル）によるアンサンブル予報を用いることで、単独のアン

サンブル予報を用いる場合よりも予報誤差とスプレッドの相関が高くなり、より適

切に予報の不確実性を表現出来る様になった。（世界気象機関天気研究計画

(WMO/WWRP)における「北西太平洋熱帯低気圧アンサンブル予測プロジェクト」（2009

年から気象研で実施）の成果：「研究から現業へ」の成功例） 

現在の気象庁台風進路予報は、台風中心が 70%の確率で入ると予測される範囲を

予報「円」で示している。この予報円を「楕円」にした場合の効果を評価した。予

報円を楕円にすることによって、台風の移動方向と移動速度のどちらに不確実性が

あるのか表現出来ること、また、楕円の面積は円の面積と比べて平均 20%程度小さ

くなることを示した。（日本気象学会 2020年気象集誌論文賞） 

台風進路の診断的研究に関して、岐阜大学で開発された渦位逆変換法による台風

進路の診断手法を気象研スーパーコンピューターシステムに移植した（岐阜大学と

の共同研究「台風の移動の診断的評価」令和元年 9月締結）。この手法を用いること

により、「台風は△時現在、太平洋高気圧に X%、上層のトラフに Y%影響を受けて移

動」という様に、台風の移動を気象学の解釈で定量的に理解することが出来る。今

後、気象庁全球モデルを入力値とした当手法による台風進路の診断手法を開発する。 

② 防災業務に資する予報ガイダンスの開発 

[台風発生予報] 



横浜国立大学との共同研究のもと、台風発生環境場毎の予測可能性を調査した。

台風にまで発達する熱帯擾乱とそうでない熱帯擾乱の違いを大規模な流れパター

ンごと（シアライン（SL）、東西風合流域（CR）、モンスーンジャイア（GY）、偏東風

波動（EW）、及び既存の台風(TC)からのロスビー波応答で発生したパターン（PTC））

に調査した。その結果、SLと GYは海洋貯熱量が大きい時、CRは鉛直シアが弱い時、

EW はより湿潤な時、そして PTC は海面温度が高く先行の TC が強い時に台風まで発

達し易いことが分かった。更に、横浜国立大学等で開発された台風発生環境場診断

ツールを決定論的予測に適用して、環境場ごとの台風発生の予測可能性を調査した。

SL による予測可能性は高い一方、EW による予測可能性は低いことが分かった。今

後、この手法をマルチセンターアンサンブル予報に応用する。 

③ 予報大外し事例の抽出 

台風進路予報における大外し事例を抽出し、その原因調査を行った。予報誤差を

極端に大きくする要因として、北西太平洋域における代表的な指向流（太平洋高気

圧縁辺流、偏西風、貿易風など）の表現の適切さがあるが、この他、モンスーント

ラフの表現の適切さも大きな要因であることが新たに分かった。すなわち、モンス

ーントラフが作る低気圧性循環による指向流の表現、またモンスーントラフ内で発

達する熱帯低気圧の大きさが、それぞれ進路予報に大きな影響を与えている。また、

海外の研究者と協力して、進路予報の大外し事例に関するレビュー論文を出版した。 

[その他] 

防災・交通分野に資するその他の研究として、以下の成果を得た。 

台風予報の参考研究として、大気モデルによる将来温暖化実験の解析を行い、将

来の温暖化に伴う日本（中緯度）域の台風移動速度の低下という防災上大変重要な

知見を得た。本研究論文は著名国際学術誌に掲載され、報道発表を行い大きな反響

を得た。 

更に、過去 40 年の観測データを用いて、日本に接近する台風の特徴の変化を調

査した。その結果、太平洋側へ接近する台風の増加、より強い強度での接近の増加、

移動速度の低下が判明した。原因として、日本に低速度で接近し易くする気圧配置

変化、また、台風の発達を強める海面水温上昇が示唆された。 

台風の移動速度の低下は、過去 40年間、北西太平洋中緯度において、9月に著し

いことが更なる観測解析で判明し、太平洋十年規模振動と地球温暖化がその主な原

因であることが、過去の温暖化の有無を考慮したシミュレーションから示された。

将来の温暖化のシミュレーションでは、熱帯低気圧を移動させる指向流が温暖化で

弱くなることが、秋の熱帯低気圧の移動速度低下の原因であると示された。 

Ｍ課題（地球システム・海洋モデリング：全球大気海洋研究部）と連携して、台

風が最大発達強度になる環境条件を調査した結果、特に海洋の冷水渦と陸地の存在

が最大発達強度のタイミングを決める事が判明した。 

数値予報ガイダンスの一つである視程は、航空機など交通機関の運行に重要な気

象要素である。航空交通量が増加する中、都市部における視程の実態を把握するた

め、東京で観測された視程の気候学的特徴を調査した。視程の低下はエーロゾル粒

子及び相対湿度に依存し、低視程日数は年々減少していることが明らかとなった。



その要因として、都市部の乾燥化と大気質の改善が示唆された。 

数年規模の防災・社会経済に資する情報として、気象研地球システムモデルを用

いて大規模火山噴火の気候及び生態系への影響（寒冷乾燥化、中高緯度の植物生産

減少等）を解析し、論文として公表した。 

 

（副課題３）産業活動に資する気候リスク管理 

① 異業種・産学官交流に基づく各産業分野の気候リスク管理の需要調査・連携 

気象ビジネスコンソーシアムや研究会への出席、気候リスク管理の実践機関並び

に研究機関の個別訪問などを通して、気候リスク管理の需要について調査を行い、

今後、共同研究を推進すべき機関、研究者、需要のあるデータ種類などを調査した。

また、気候変動分野におけるユーザーの要望について、外部研究プロジェクトから

情報収集を行った。 

② 週間～季節予測情報を利活用した気候リスク管理に関する先進的研究とデータ

整備 

メソアンサンブル予報を用いた気象リスク管理について二つの共同研究契約を

締結し、研究を推進している。再生可能エネルギーに関する共同研究では、2019年

を対象に解析を開始し、発電ポテンシャル予測について、アンサンブル情報を利用

することで予測精度が向上することが示され、さらに機械学習を用いるとメソアン

サンブル予報のみの予報成績を上回る結果が得られることがわかった。洪水予測に

ついては、2019 年台風第 19 号を対象として洪水予測実験を行い、氾濫ポテンシャ

ルの予測が実際の氾濫箇所とよく一致することが示された。今後の研究の推進のた

め、大量のメソアンサンブル予報データを本庁システムから気象研へ転送するため

の検討を行っている。 

③ 利活用の裾野を拡大するための簡便な産業分野別気候指標と管理手法の開発 

利活用の裾野を拡大するために、WMO が提案している最高・最低気温と降水量の

みを用いた 34 種の産業分野別気候指標について、国内の気象官署及びアメダスデ

ータ地点データを用いて算定し、地域分布特性について図化を行い、地域特性を明

らかにした。また、季節予報に基づく大規模場の気候指標を用いて主要穀物収量の

偏差予測を行った。予測スキルのある領域がいくつか示され、その主要な気候指標

は穀物と地域によって異なることが示された。 

 

（３）当初計画からの変更点（研究手法の変更点等） 

（副課題２）台風予報の参考研究として、大気モデルを用いた将来温暖化実験結果

の解析及び観測に基づいた過去 40 年間の台風経路の解析も実施した。台風移動速

度の変化や太平洋側への台風接近数の変化などに関する成果が得られている。 

 

（４）成果の他の研究への波及状況 

（副課題１）地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究 

・ 地域気候予測モデル（NHRCM）による予測結果や現在気候における温暖化影響の

検出などの研究成果は、本庁気候変動対策推進室と連携した「日本の気候変動



2020」（令和２年 12月公表）の作成に活用された。（本庁業務への貢献） 

・ 地域気候予測モデル（NHRCM）による予測結果は、地球環境情報プラットフォー

ム構築推進プログラムによるデータ統合・解析システム（DIAS）や国立環境研

究所が運営する気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）に登録しており、

各種の研究機関等による気候変動解明や気候変動適応の研究、さらには地方自

治体の適応計画策定等に役立てられている。（気候変動適応研究への波及） 

・ asuca をベースとした開発中の地域気候モデルの性能評価結果は P 課題と共有

されており、P 課題の副課題 1 において asuca を用いた各種数値実験を行う際

の基礎資料として役立てられる。また、同モデルは、文部科学省「統合的気候

モデル高度化研究プログラム」のテーマ C「統合的気候変動予測」における日本

域の地域気候予測実験にも活用される予定となっており、そのための予備的実

験が進められている。 

・ 地域気候予測モデル（NHRCM）は、電力中央研究所との共同研究において先方が

保有する地域気候モデルによるシミュレーションとの比較に用いられ、その解

析結果は電力設備の温暖化影響評価や対策法立案のための基礎資料として活用

される。また、学術振興会「二国間交流事業共同研究（代表：谷田貝亜紀代 弘

前大学教授）」におけるトルコを対象とした将来気候予測実験にも用いられ（弘

前大学招聘によるトルコの研究者を気象研究所で受入れ）、その結果は、地球温

暖化に伴うトルコの河川流出量及び水力発電量への影響評価のために役立てら

れる。 

 

（副課題２）防災・交通分野への気象情報の活用 

・ マルチセンターアンサンブル手法などの研究成果は、既に一部が現業の台風予

報に導入され（本庁と共同のプロジェクトチームではＴ課題と連携）、また、海

外の気象機関の台風予報を改善するための世界気象機関のプロジェクトでも役

立てられる見込みである（当課題の山口氏は計画立案の共同代表）。 

・ Ｍ課題と連携して得られた知見（台風が最大発達強度になる環境条件）は、Ｍ

課題の海洋モデリングにも活かされる。 

・ 台風アンサンブル予報等に関する知見は、WXBCセミナー等を通じて副課題３や

本庁情報利用推進課が推進している気象・気候情報の産業分野での利活用促進

にも役立てられた。 

・ 地球システムモデルによる火山噴火寒冷化等の解析結果は、C課題（気候・地球

環境変動）に寄与するほか、本庁気候情報課の異常気象解析業務にも役立てら

れる。 

 

（５）事前評価の結果の研究への反映状況 

事前評価では、特に副課題２と副課題３について、研究課題を明確化すべきとの

意見をいただいた。その指摘に従い、計画の対象と内容をより具体化したうえで研

究を開始した。 

また、「産業利用のための気象情報の受け手側の意見をよく聞く必要がある、積極



的に利用者との交流を図るべき」という点について、副課題３では様々な機会を利

用して利用者の要望の収集を行っている。 

 

５．今後の研究の進め方 

（副課題１）地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究 

① 気象庁の現業で使用されている数値モデル（asuca）の地域気候モデル化のため

に導入したスキーム（スペクトルナッジング及び陸面過程）の性能を評価する。 

② パリ協定の 2℃目標に相当する RCP2.6や、RCP4.5といった気候シナリオを用い

た予測結果の分析を実施すると共に、現状を上回る温暖化対策を行わない場合

に相当する RCP8.5シナリオを使った予測結果との比較を行う。 

③ 地上気温、降水量以外の物理量をも対象として、温暖化予測シミュレーション

で得られた結果の分析を行い、変化をもたらす物理的メカニズムについての解

析を行う。 

 

（副課題２）防災・交通分野への気象情報の活用 

① アンサンブル予報の利活用：台風進路の気象学的根拠やアンサンブル予報を用

いた不確実性等の定量化プロダクトを作成し、進路予報における予報根拠の拡

充を図る。これらは、台風進路の診断的研究を行っている岐阜大学や、台風の

予測可能性研究を行っている琉球大学とも連携して進めていく。 

② 予報ガイダンス：衛星データを用いた台風強風域予測の利用可能性の調査や、

台風発生予測ガイダンスの開発と改良を進める。また、台風予報作業において

重要となる気象学的根拠の定量化に関して、開発したプロダクトを多くの事例

で検証して、その利用可能性について評価する。これらは、本庁予報課のほか、

横浜国立大学や米国のハリケーンセンターとも連携して研究を進めていく。 

③ 過去の大外し事例の抽出と原因分析を引き続き行い、予報不確実性の定量化プ

ロダクトの改良に活かす。 

 

（副課題３）産業活動に資する気候リスク管理 

① 気候リスク管理の需要についての情報収集を引き続き実施する共に、調査・収

集した情報を取りまとめて、モデル開発者、データ作成者に共有していくと共

に、今後の共同研究を進める研究機関の選定と共同研究内容について議論を行

う。 

② メソアンサンブル予報を用いた気象リスク管理については、太陽光発電ポテン

シャル予測の研究を進展させると共に、風力発電ポテンシャル予測研究を開始

する。洪水予測については、準リアルタイムでの予測ができるシステム構築と

予測精度について調査する。 

③ 簡便な気候指標の利活用については、気候指標の地理的分布の気候学解釈を進

めると共に、気候指標による気候リスク管理の可能性調査を選定した幾つかの

産業分野で実施し、その結果を分野専門家と議論して、更なる研究につなげて

いく。 

 

６．自己点検 



（１）到達目標に対する進捗度 

（副課題１）新モデルの導入準備は計画通り進み、既存モデルの改良も行った。また、

温暖化顕在化の検証や、降水量の再現・予測結果に対する信頼性の評価、温暖化予測

結果に対する物理的メカニズムの分析についても順調に実施している。 

（副課題２）新手法による台風進路予報円（プロダクト）の開発、現業化が達成され、

新たな台風移動診断手法の開発の開始や、環境場ごとの台風発生予測可能性の調査を

行う等、順調に進められている。 

（副課題３）気候リスク管理の需要調査や産業別気候指標の地域分布特性評価など、

おおむね順調に進んでいる。また、メソアンサンブル予報を用いた気候リスク管理も

良好な結果が得られている。 

 

（２）到達目標の設定の妥当性 

（副課題１）地球温暖化が顕在化するなか、地方自治体レベルでの温暖化適応計画策

定に必要な地域気候予測データの高度化・高精度化や、予測の不確実性の定量化や将

来変化の原因の説明が求められていることから、適切なものと考える。 

（副課題２）主に本庁予報課における防災気象情報の高度化に資する研究開発を行う

ことを目標としており、社会的ニーズにも合致していて適切なものと考える。 

（副課題３）産業界で気象情報を利活用する機運が高まっている中、気象ビジネスの

創出につなげるための先進的な事例の創出は時宜にかなったものと考える。 

 

（３）研究の効率性（実施体制、研究手法等）について 

（副課題１）応用気象研究部のメンバーの他に、気象予報研究部のメンバーを加えた

実施体制をとっている。大気の物理過程の解明とモデル化に関する研究（P 課題）と

の連携分野としては、次世代地域気候モデル及び物理過程の開発の部分が挙げられ、

ソースコードレベルの情報交換を通して効率的に開発を行っている。地球システム・

海洋モデリングに関する研究（M 課題）、気候・地球環境変動の要因解明と予測に関す

る研究（C 課題）とは、地域気候モデルの境界条件である全球モデルの出力結果の供

給を通して連携している。また、予測の不確実性の評価においては多メンバーのアン

サンブル予測データ、メカニズム解析には高解像度モデルによる予測データといった、

対象によってデータを使い分ける研究手法をとることで効率的に研究を遂行してい

る。 

（副課題２）他の課題(T課題, M課題)や他の研究機関と連携して研究を進めている。

実質的な担当者は少数であるため、研究対象は主として本庁予報課への貢献を目的と

した台風予報に絞っている。この分野の気象学に熟達した担当者が観測やモデルの解

析を行うことで、優れた成果（進路予報改良、経年変動・将来変化の解明、予報楕円

の評価等）を上げており、効率的に研究を遂行している。 

（副課題３）特にメソアンサンブル予報の活用に関しては、共同研究を活用して、先

進的な研究を進めている。副課題の対象となりうる産業が幅広いので、研究体制を考

慮すると、産業を適切に選択して研究を進めることが重要と認識している。 

 



（４）成果の施策への活用・学術的意義 

（副課題１）地域気候モデルを用いた日本の将来気候予測データの解析結果は、本庁

が文部科学省と共同で公表した「日本の気候変動 2020」に活用されている。また、DIAS

や A-PLAT を通じて予測データが提供され、各種の研究機関等による気候変動解明や

気候変動適応の研究、さらには地方自治体の適応計画策定等に役立てられている。各

種大気現象、各種気象要素における将来変化の物理的メカニズムを調べていく中で、

将来変化という視点だけではなく、現在に存在する現象そのものの理解が深まるとい

う意味で気象学に貢献する。 

（副課題２）アンサンブル予報プロダクト（マルチセンターアンサンブル台風予報円）

や予報ガイダンスの開発は、防災気象情報の拡充だけでなく、大量のデータから必要

な情報を抽出する研究であるため、この手法は国土交通省の生産革命プロジェクトに

貢献する。また国際的には、世界気象機関の推進する TIGGE(The International Grand 

Global Ensemble, 海外の気象局を含む全球アンサンブル予報)等に貢献する。更に、

アンサンブル予報を含む数値予報データの利用に関する研究（台風の将来変化の解明、

予報楕円の評価等）は、気象学の発展だけでなく、本庁での業務への応用を通じて全

国及び地域社会の的確な防災・適応策の策定に寄与する。 

（副課題３）再生可能エネルギーポテンシャルの予測、確率洪水予測の共同研究は、

いずれも業務への応用を目指したもので、社会活動の向上、防災に直接貢献し、アン

サンブル予報の高度利用という点で気象学に貢献する。また、簡便な産業分野別気候

指標と管理手法開発は、気象・気候リスクを管理することで社会活動の効率化が期待

され、応用気象分野の裾野を拡大することに寄与する。 

 

（５）総合評価 

各副課題において、当初計画で予定した程度、またはそれ以上の成果が得られてお

り、また、それぞれ社会的・学術的要望を踏まえて研究を進めていることから、今後

も継続して計画通りに研究を進める意義は高い。 
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statistical distributions, the 27th IUGG General Assembly, 2019年 7

月, カナダ, モントリオール 

2. Nakagawa, Y., Y. Onoue, S. Kawahara, F. Araki, K. Koyamada, D. 

Matsuoka, Y. Ishikawa, M. Fujita, S. Sugimoto, Y. Okada, S. Kawazoe, 

S. Watanabe, M. Ishii, R. Mizuta, A. Murata, H. Kawase, A content-

based retrieval system for conventional and machine learning methods 

to analyze large volume climate data, The 9th International Workshop 

on Climate Informatics, 2019年 10月, フランス, パリ 



3. Ohtake H., T. Oozeki, General issues of Photovoltaic power forecasts 

for energy management in Japan, JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual, 

2020年 7月, オンライン 

4. Mori, Y, S. Wakao, H. Ohtake, T. Oozeki, T. Takamatsu, Y. Honda, and 

T. Nakaegawa, Fundamental Study on Use of MEPS Solar Irradiance Data, 

The 30th International Photovoltaic Science and Engineering 

Conference (PVSEC-30), 2020年 11月, Korea, Jeju＆オンライン併用 

 

・国内の会議・学会等： 

1. 野坂真也, 川瀬宏明, 村田昭彦, 佐々木秀孝, 海面水温の時間解像度が日

本海沿岸地域の冬季降水に与える影響, 日本気象学会 2019 年度春季大会, 

2019年 5月, 東京都 

2. 川瀬宏明, 山崎剛, 佐々井崇博, 杉本志織, 藤田実季子, 浜田崇, 栗林正

俊, 伊東瑠衣, 村田昭彦, 野坂真也, 佐々木秀孝, 1km力学的ダウンスケー

リングから見えた地球温暖化に伴い極端化する中部山岳の降雪・積雪, 日本

気象学会 2019年度秋季大会, 2019年 10月, 福岡市 

3. 村崎万代,石井正好,水田亮,遠藤洋和, NHRCM を用いた新タイムスライスダ

ウンスケーリング, 日本気象学会 2019年度秋季大会, 2019 年 10月, 福岡

県福岡市 

4. 吉野純, 山本康平, 小林智尚, 村田昭彦, 伊勢湾における可能最大高潮の

直接ダウンスケーリング実験, 日本気象学会 2019年度秋季大会, 2019年 10

月, 福岡県福岡市 

5. 村田昭彦, 川瀬宏明, 野坂真也, 佐々木秀孝, 地域気候モデルで予測され

た日本の将来の気候, 環境研究機関研究交流セミナー, 2019年 12月, つく

ば市 

6. 仲江川敏之, 佐々木秀孝, 楠昌司, R. Pinzon, J. Fabrega, and J. S. 

Galan, MRI-AGCM, NHRCM を用いたパナマでの気候変化予測協力, 日本気象

学会 2020年度春季大会, 2020年 5月, 神奈川県川崎市 

7. 大竹秀明, 大関崇, 井村順一, 太陽光発電オープンデータ：エネルギーマ

ネジメント分野への活用, JpGU-AGU Joint Meeting 2020: Virtual, 2020

年 7月, オンライン 

8. 村田昭彦, 野坂真也, 佐々木秀孝, 川瀬宏明, 日本の降水頻度の将来変化

に対する相対湿度の影響, 日本気象学会 2020年度秋季大会, 2020年 10月, 

オンライン 

 

（４）投稿予定論文 

Nosaka, M., H. Kawase, A. Murata, and H. Sasaki. Future changes in early 

spring wind speed and surface warming acceleration in snow-covered areas, 

J. Geophys. Res.（投稿中） 

Kawase et al. Impact of recent warming on heavy rainfall occurred in Kyushu 



2020, BAMS report想定. 

Kawase et al. Future changes in cutoff low in the north hemisphere, JGR 想

定. 

Murazaki et al. Impact of high-resolution SST on precipitation over Japan 

region in winter 

Murazaki et al. Geographical features of climate indices for users in Japan 

 

７.２ 報道・記事 

（副課題１） 

1. 今夏は長梅雨か 激しい雨増加（コメント）, 読売新聞, 令和元年 6月 16日 

2. 「温暖化進み雨量 6％増」 西日本豪雨、気象研解析（コメント）, 共同通信, 

令和元年 6月 29日 

3. 「誰があなたの命を守るのか “温暖化型豪雨”の衝撃」データ解析手法のコメ

ント, NHKスペシャル, 令和元年 6月 30日 

4. 相次ぐ豪雨崩れた常識「長時間」「広域」温暖化の影響も, に「猛烈な雨の頻度

1.6倍」が引用, 朝日新聞朝刊 7面, 令和元年 7月 8日 

5. 温暖化 西日本豪雨に影響, 日本経済新聞朝刊, 令和元年 7月 12日 

6. 北アルプス、温暖化で降雪量増加も, 読売新聞, 令和 2年 4月 9日 

7. 降雪量 温暖化で極端に 北アルプス、年により増減, 日本経済新聞, 令和 2

年 4月 12日 

8. 温暖化のはてな？② 雪が増えるところも, 東京新聞, 令和 2年 6月 24日 

9. 台風雨量 温暖化影響?, 毎日新聞, 令和 2年 12月 26日 

10. 昨年の台風 19号 温暖化で雨量 13.6%増, 読売新聞, 令和 2年 12月 26日 

11. 降雪 長期的には減少, 産経新聞, 令和 2年 12月 28日 

 

（副課題２） 

1. 台風の予報円の技術開発について, 福島テレビ（放映有り） (令和元年 8月 6

日) 

2. 地球温暖化で台風の移動速度が遅くなる, 報道発表（令和 2年 1月 8日） 

 「地球温暖化で台風の移動速度遅く 被害拡大のおそれ」, NHKニュース, 令

和 2年 1月 9日 

 「地球温暖化がこのまま進んだ場合,日本付近を進む台風のスピードが,今世

紀の末には平均して現在よりもおよそ 10 パーセント遅くなることが予測さ

れる」, あさチャン, TBS, 令和 2年 1月 9日 

 「台風の速度、今世紀末に 10％遅く」, TBS 系（JNN)ニュース, 令和 2 年 1

月 9日 

 「温暖化で速度が落ちる予測 台風被害が深刻化の恐れ」, テレビ朝日系

（ANN)ニュース, 令和 2年 1月 9日 

 「温暖化 台風の通過速度 10％遅く」, 朝日新聞, 令和 2年 1月 9日 

 「温暖化 台風ノロノロ 気象研など予測 今世紀末 10％減速」, 読売新聞, 令



和 2年 1月 9日 

 「台風, 温暖化で 1割減速か 今世紀末に洪水増える恐れ 気象庁など研究」, 

毎日新聞, 令和 2年 1月 8日 

 「台風の速度, 10％遅く 温暖化厳しい対策しないと・・・今世紀末 被害拡

大の恐れ」, 日本経済新聞, 令和 2年 1月 9日 

 「地球温暖化で台風の移動速度遅く 被害拡大のおそれ」, NHK NEWS WEB, 令

和 2年 1月 9日 

 「温暖化で台風遅くなる 被害拡大の恐れ 気象研」, 時事通信社, 令和 2年

1月 8日 

 「地球温暖化によって台風の移動速度が遅くなる」, 共同プレスリリース, 

令和 2年 1月 8日 

 「温暖化で台風移動遅く 今世紀末 気象研解析, 暴風雨長く深刻被害も」, 

茨城新聞クロスアイ, 令和 2年 1月 9日 

 温暖化のはてな？② 遅くなる台風移動速度, 東京新聞, 令和 2年 6月 24日 

3. 過去 40 年で太平洋側に接近する台風が増えている, 報道発表（令和 2 年 8 月

25日） 

 「首都接近の台風 1.5倍に…過去 40年分析、太平洋高気圧の張り出し影響」, 

読売新聞, 令和 2年 8月 26日 

 「東京へ台風接近、40年で 5割増 太平洋高気圧が原因か」, 朝日新聞, 令

和 2年 8月 26日 

 「台風接近、過去 40年で増加 東・西日本太平洋側に―気象研」, 時事通信, 

令和 2年 8月 26日 

 「太平洋側に接近の台風増加 東京は 1.5 倍 温暖化影響も」, 日本経済新

聞, 令和 2年 9月 11日 

 「過去 40 年で太平洋側に接近する台風が増えている」について, FM ゆうが

お（電話収録）, 令和 2年 10月 2日 

 「太平洋側接近の台風増加」, 東京新聞, 令和 2年 10月 22日 

 

（副課題３） 

1. 「気候危機 人類にブーメラン」, 朝日新聞朝刊, 2020年 11月 15日 

2. 「もし温暖化がなかったら」, 朝日新聞, 2020年 9月 20日 

3. 「なぜ？「数十年に一度」の大雨、7年で 16 回 特別警報多発の理由」，西日本

新聞，2020年 7月 13日 

4. 「豪雨日常化、牙むく梅雨 温暖化で降水量上積み」，日本経済新聞，2020年 7

月 10日 

5. 「温暖化で降水量増加」，毎日新聞，2020年 7月 8日 

6. 「LOVE OUR PLANET」電話収録，ZIP-FM，2020年 5月 29日 

7. 「ニュースザウルス福井」出演，NHK福井，2020年 3月 14日 

8. 「関東の降雪の特徴と地球温暖化の日本雪への影響」, FM 群馬（電話収録）, 

2020年 1月 22日 



9. Hiroaki Kawase, Japan's Ski Areas Are Having Their Worst Winter in 

Decades, Bloomberg news, 2020年 1月 20日 

10. 「記録的猛暑～確かになる温暖化の影響」，NHK 時事総論, 2019年 8月 20日 

11. 「地球温暖化と日本の豪雨」, ラジオ関西（電話収録）, 2019年 7月 22日 

12. 「温暖化 西日本豪雨に影響」, 日本経済新聞朝刊, 2019年 7月 12日 

13. 「相次ぐ豪雨崩れた常識「長時間」「広域」温暖化の影響も」 に「猛烈な雨の

頻度 1.6倍」が引用, 朝日新聞朝刊 7面, 2019年 7月 8日 

14. NHKスペシャル「誰があなたの命を守るのか “温暖化型豪雨”の衝撃」 デー

タ解析手法のコメント, NHK, 2019年 6月 30日 

15. 「温暖化進み雨量 6％増」 西日本豪雨, 気象研解析, 共同通信, 2019年 6月

29日 

16. 「今夏は長梅雨か 激しい雨増加（コメント）」, 読売新聞, 2019年 6月 16日 

 

７.３ その他（４．（４）「成果の他の研究への波及状況」関連） 

・講演、アウトリーチ等 
1. 川瀬宏明, いろんな人とつながった地球温暖化の研究, 第 31回日本気象学会

夏季特別セミナー, 2019年 8月, 土浦市 

2. 川瀬宏明, 異常気象と地球温暖化の関係を解き明かす新手法～イベント・アト

リビューション～, 三重県気候講演会『地球温暖化によって 猛暑・豪雨・台

風はどうなるのか』, 2019年 11月, 津 

3. 川瀬宏明, 近年の豪雨と地球温暖化～最新のイベント・アトリビューション～, 

日本気象学会関西支部例会, 2020年 12月, 岡山（オンライン） 

4. 山口宗彦, 台風予報改善のための研究の最前線～社会の多様なニーズに応え

る～, 気象研究所成果発表会, 2019年 12月, 東京 

5. 山口宗彦, 気象データの利用におけるリスクマネジメント ～さまざまなアン

サンブル予報の形態～, 令和 2年度第 1回 WXBCセミナー, 2020年 8月, オン

ライン 

6. 山口宗彦, 地球温暖化が台風に及ぼす影響 ～これまでとこれから～, 統合的

気候モデル高度化研究プログラムオンライン講演会, 2020 年 10月, オンライ

ン 

 

・受賞等 
1. 日本雪氷学会 2019 年度平田賞：川瀬宏明, 日本及び周辺域における降雪・積

雪環境の高精度将来変化に関する研究 

2. 2019年気象庁長官表彰：台風予報・解析技術高度化プロジェクトチーム, 台風

強度予報の精度向上と期間延長に資する技術開発等による 5日先までの強度予

報の業務化への貢献 

3. 2020 年度日本気象学会正野賞：川瀬宏明, 領域気候モデルを用いた日本の地

域気候変化予測に関する研究 

4. 日本気象学会気象集誌 2020年論文賞：Kawabata, Y., and M. Yamaguchi, 2020: 



Probability ellipse for tropical cyclone track forecasts with multiple 

ensembles. J. Meteor. Soc. Japan, 98, 821-833. 

 
 


